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＜ 社会変化に対する意識 ＞

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

 「そう思う」を見てみると、小学生が７９．７％で最も高く、以下、高校生（７３．４％）、中学生
（７２．８％）、となっている。小学生、中学生、高校生のいずれも女子が男子よりも高くなってい
る。

問２６

（１）

７．社会変化に対する意識

 次のような考え方について、あなたはどのように思いますか。
あてはまるもの１つを○でかこんでください。

　親が年老いたら、子どもが世話をしたり面倒を見るのは当然だ

 親が年老いたら、子どもが世話をしたり面倒を見るべきかどうか尋ねたところ、「そう思う」が
７５．４％で最も高い。

75.4 

76.5 

82.9 

79.7 

70.5 

74.8 

72.8 

69.7 

76.7 

73.4 

9.9 

12.2 

5.9 

9.0 

12.4 

5.8 

8.8 

13.6 

10.2 

11.9 

14.7 

11.3 

11.3 

11.3 

17.1 

19.5 

18.4 

16.7 

13.0 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体

【小学生】男 子

女 子

全 体

【中学生】男 子

女 子

全 体

【高校生】男 子

女 子

全 体

図８１－１ 社会変化に対する意識（１）(n=1,275)
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図８１-２ 社会変化に対する意識（１）の時系列比較

そう思う そう思わない どちらともいえない

　【時系列比較（平成２０年度・２２年度調査と２４年度調査との比較】

 「そう思う」を見てみると、全体では２０年度を１．９ポイント、２２年度を３．９ポイント上回ってい
る。学校種別において、平成２２年度と２４年度を比較してみると、小学生では１．５ポイント下
回っている。中学生では１．７ポイント上回っている。高校生では１２．４ポイント上回っている。
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　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【時系列比較（平成２０年度・２２年度調査と２４年度調査との比較】

（２）  男の人も女の人と同じように、家事や育児や介護をするのは当然だ

 男の人も女の人と同じように、家事や育児や介護をするべきかどうか尋ねたところ、「そう思う」
が７９．３％で最も高い。

 「そう思う」を見てみると、小学生が８３．１％で最も高く、以下、高校生（８１．４％）、中学生
（７３．２％）となっている。小学生、高校生については、男女の差はあまり見られないが、中学生
は女子が男子よりも高い。

 「そう思う」を見てみると、全体では２０年度を２．６ポイント、２２年度を４．２ポイント上回って
いる。学校種別において、平成２２年度と２４年度を比較してみると、小学生では７．９ポイント、
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図８２－１ 社会変化に対する意識（２）(n=1,274)
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中学生では０．４ポイント、高校生では３．９ポイント上回っている。
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図８２－２ 社会変化に対する意識（２）の時系列比較
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　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　

　【時系列比較（平成２０年度・２２年度調査と２４年度調査との比較】

（３）  社会に出たとき、女の人ももっと管理職などの権限のある立場につくべきだ

 社会に出たとき、女の人ももっと管理職などの決定権のある立場につくべきかどうか尋ねたとこ
ろ、「そう思う」が５１．０％で最も高い。

 「そう思う」を見てみると、高校生が５９．２％で最も高く、以下、小学生（５１．８％）、
中学生（４２．３％）となっている。また、小学生については男女の差はほとんど見られないが、
中学生、高校生については、女子のほうが男子よりも高い。
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図８３－１ 社会変化に対する意識（３）(n=1,296)
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図８３－２ 社会変化に対する意識（３）の時系列比較
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　【時系列比較（平成２０年度 ２２年度調査と２４年度調査との比較】

 「そう思う」を見てみると、全体では２０年度を２．８ポイント、２２年度を２．１ポイント上回って
いる。学校種別において、平成２２年度と２４年度を比較してみると、小学生では３．２ポイント、
中学生では２．８ポイント上回っているが、高校生では０．２ポイント下回っている。
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　【地域別集計結果】

　【属性別集計結果】

 「そう思う」を見てみると、中南地域５８．６％で最も高く、以下、三八地域（５３．８％）、上北地域
（５１．８％）となっている。

 「そう思う」を見てみると、中南地域の女子が６３．２％で最も高い。全ての地域において女子の
ほうが男子よりもポイントが高い。
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図８３－３ 社会変化に対する意識（３)(n=1,296)
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ほうが男子よりもポイントが高い。
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図８３－４ 社会変化に対する意識（３）(n=1,296)
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　【全体集計結果】

　
　【学校種別集計結果】

　【時系列比較（平成２０年度・２２年度調査と２４年度調査との比較】

（４）  殺人や暴力シーンが出てくるテレビや映画・ゲームはよくない

 殺人や暴力シーンが出てくるテレビや映画・ゲームはよくないと思うかどうか尋ねたところ、
「そう思わない」が４９．７％で最も高い。

 「そう思わない」を見てみると、中学校が５８．５％で最も高く、以下、高校生（５８．３％）、小学生
（３３．６％）となっている。また、小学生、中学生については男子が女子よりも高いが、高校生に
おいては、女子のほうが男子よりも高い。

『そう思う』を見てみると、全体では２０年度を０．１ポイントを下回り、２２年度を３．８ポイント
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図８４－１ 社会変化に対する意識（４）(n=1,289)
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図８４－２ 社会変化に対する意識（４）の時系列比較
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 『そう思う』を見てみると、全体では２０年度を０．１ポイントを下回り、２２年度を３．８ポイント
上回っている。学校種別において、平成２２年度と２４年度を比較してみると、小学生では４．６
ポイント、高校生では６．６ポイント上回っているが、中学生は変わらない。
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